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敬老の日でスタッフ爆笑演芸会
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
寅
さ
ん
登
場

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
運
営
推
進
会
議　
「
Ｏ
１
５
７
の
予
防
策
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
換

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
響
で
運
営
推
進
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議

に
は
、
ご
家
族
の
方
や
地
域
の
方
な
ど
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ご

利
用
者
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
た
あ
と
、「
医
療
保
険
制
度
の
改
定
」

渥美清と石川さゆり・昭和の２大スターがやってきた

デイサービス響で、敬老の日にちなんだ「スタッフ演芸会」がこのほど開催されました。ご利用者たちは、毎年恒
例となった特製の「松花堂弁当」で腹ごしらえをした後、職員たちの歌あり、踊りありの熱演に大盛り上がり。楽し
い一日を過ごしました。

　今年の演芸会には、昭和の大スター渥美清の「寅
さん」と演歌の女王「石川さゆり」のそっくりさんが登
場。まず、石川さゆりに扮したスタッフが大ヒット曲「
天城越え」にあわせて妖艶な舞を披露しました。
　続いて映画「男はつらいよ」の主人公・車寅次郎こ
とフーテンの寅さんが、トレードマークの帽子と腹
巻き、雪駄履き姿でふらりと姿を現し、得意の啖呵
売を披露。「今日は儲けはいらない。安くしちゃうよ。
さあ、まかった数字が一つ。物の始まりが一ならば、
国の始まりは大和に国、島の始まりは淡路島、泥棒
の始まりが石川五右衛門なら・・・」。威勢のいい売り
口上に、ご利用者たちは、「まるで寅さん」と拍手を
送っていました。
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演芸会の締めは「泥鰌すくい」
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　演芸会の締めは、八木節の泥鰌すくい。法被、股引姿に頬かむり、五
円玉を鼻の頭につけ、腰に籠をぶら提げた職員が登場するとご利用者
たちからは「よ、待ってました」と歓声。お囃子にあわせて滑稽に踊るス
タッフの熱演に、会場からは「名人芸」と拍手が送られました。

　敬老の日の恒例となったランチは、松花堂
弁当です。今年も銀杏やしめじを炊き込んだ
萩ご飯に天ぷらの盛り合わせや秋鮭の照り
焼きなどボリューム満点。おやつには、中野
島の老舗和菓子店「ほし乃」特製の寿まんじ
ゅうも平らげて、ご利用者たちは楽しく、おい
しい一日に笑顔を見せていました。


